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(57)【要約】
  カテーテル（９０）の管腔の中へのガイドワイヤ（８ 
０）の遠位装填のための装置及び方法が開示される。ガ 
イドワイヤの遠位装填は、ガイドワイヤの小さい直径、 
及びガイドワイヤが配置される管腔の直径のために困難 
なことがある。更に、ガイドワイヤの位置合わせ不良は 
、繊細かつ複雑な遠位先端構造の損傷をもたらし得る。 
実施形態はまた、カテーテル及びガイドワイヤのアセン 
ブリを皮下に配置するための無菌非接触技術を容易にす 
るバリア（１６０）及びクリップ（１７０）のシステム 
を含むことができる。使用者は、バリア、クリップ、及 
び／又はガイドワイヤ装填デバイスを使用してカテーテ 
ルを操作し、カテーテルを前進させ、配置されると、カ 
テーテルを外すことができる。

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全24頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 カ テ ー テ ル 管 腔 を 画 定 す る カ テ ー テ ル と 、
　 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス で あ っ て 、
　 　 長 手 方 向 に 延 在 す る デ バ イ ス 管 腔 を 画 定 す る 本 体 と 、
　 　 前 記 本 体 の 遠 位 端 に 配 置 さ れ 、 前 記 デ バ イ ス 管 腔 と 連 通 す る フ ァ ン ネ ル と 、
　 　 前 記 本 体 の 前 記 遠 位 端 と 近 位 端 と の 間 に 長 手 方 向 に 延 在 し 、 前 記 デ バ イ ス 管 腔 と 連 通  
す る ス ロ ッ ト と 、
　 　 前 記 デ バ イ ス 管 腔 の 内 面 か ら 半 径 方 向 内 向 き に 延 在 し 、 前 記 カ テ ー テ ル の 外 面 に 配 置  
さ れ る ス カ イ ブ に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ る 突 出 部 と 、 を 備 え る ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ  
ス と 、 を 備 え る 、 カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 デ バ イ ス 管 腔 は 、 遠 位 に 配 置 さ れ る フ ァ ン ネ ル 部 と 、 近 位 に 配 置 さ れ る カ テ ー テ ル  
部 と 、 前 記 フ ァ ン ネ ル 部 と 前 記 カ テ ー テ ル 部 と の 間 に 配 置 さ れ る 位 置 合 わ せ 部 と 、 を 含 み  
、 前 記 突 出 部 は 、 前 記 カ テ ー テ ル 部 の 内 面 か ら 延 在 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の カ テ ー テ ル 配  
置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 フ ァ ン ネ ル 部 は 、 前 記 フ ァ ン ネ ル 部 の 遠 位 端 に お け る 第 １ の 直 径 か ら 前 記 フ ァ ン ネ  
ル 部 の 近 位 端 に お け る 第 ２ の 直 径 ま で 延 在 す る テ ー パ 状 内 側 輪 郭 を 画 定 し 、 前 記 第 ２ の 直  
径 は 、 前 記 第 １ の 直 径 よ り 小 さ い 、 請 求 項 ２ に 記 載 の カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 位 置 合 わ せ 部 は 、 前 記 位 置 合 わ せ 部 の 遠 位 端 に お け る 前 記 第 ２ の 直 径 か ら 前 記 位 置  
合 わ せ 部 の 近 位 端 に お け る 第 ３ の 直 径 ま で 延 在 す る テ ー パ 状 内 側 輪 郭 を 画 定 し 、 前 記 第 ３  
の 直 径 は 、 前 記 カ テ ー テ ル 管 腔 の 内 径 に 等 し い 、 請 求 項 ３ に 記 載 の カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ  
ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 カ テ ー テ ル 部 は 、 前 記 第 ３ の 直 径 よ り も 大 き い 第 ４ の 直 径 を 画 定 し 、 前 記 カ テ ー テ  
ル 部 の 壁 は 、 長 手 方 向 軸 線 に 平 行 に 延 在 す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム  
。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ４ の 直 径 は 、 前 記 カ テ ー テ ル の 外 径 以 上 で あ り 、 前 記 カ テ ー テ ル 部 は 、 前 記 カ テ  
ー テ ル の 外 面 に 摺 動 可 能 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の カ テ ー テ ル 配 置  
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ４ の 直 径 は 、 前 記 カ テ ー テ ル の 外 径 以 下 で あ り 、 前 記 カ テ ー テ ル 部 は 、 締 ま り 嵌  
め で 前 記 カ テ ー テ ル に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の カ テ ー テ ル 配 置 シ ス  
テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 カ テ ー テ ル 部 は 、 テ ー パ 状 遠 位 部 を 更 に 含 み 、 前 記 テ ー パ 状 遠 位 部 の 内 側 輪 郭 は 、  
前 記 カ テ ー テ ル の 遠 位 先 端 構 造 の 外 側 輪 郭 を 反 映 す る 、 請 求 項 ２ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記  
載 の カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 デ バ イ ス 管 腔 は 、 前 記 デ バ イ ス 管 腔 の 壁 か ら 半 径 方 向 内 向 き に 延 在 し 、 前 記 カ テ ー  
テ ル の 遠 位 先 端 に 係 合 し て 前 記 デ バ イ ス 管 腔 を 通 じ た 前 記 カ テ ー テ ル の 更 な る 遠 位 移 動 を  
阻 止 す る よ う に 構 成 さ れ る 当 接 部 を 更 に 含 む 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の カ テ  
ー テ ル 配 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ス カ イ ブ は 、 第 ２ の カ テ ー テ ル 管 腔 と 連 通 す る 開 口 部 を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ９ の い ず  
れ か 一 項 に 記 載 の カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 本 体 は 、 第 ２ の 本 体 部 分 に ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、 長 手 方 向 軸 線 に 垂 直 に 延 在 す る 平 面 を  
通 じ て 枢 動 可 能 で あ る 第 １ の 本 体 部 分 を 含 む 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の カ  
テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ の 本 体 部 分 及 び 前 記 第 ２ の 本 体 部 分 は 、 閉 位 置 と 開 位 置 と の 間 で 移 行 可 能 で あ  
り 、 前 記 デ バ イ ス が 前 記 開 位 置 に あ る と き 、 前 記 デ バ イ ス 管 腔 の 最 小 直 径 は 前 記 カ テ ー テ  
ル の 外 径 よ り も 大 き い 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 突 出 部 は 、 前 記 カ テ ー テ ル が 前 記 本 体 に 対 し て 長 手 方 向 に 摺 動 す る こ と を 可 能 に す  
る た め に 、 前 記 開 位 置 に お い て 前 記 ス カ イ ブ か ら 外 れ る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ２ に  
記 載 の カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス は 、 前 記 第 １ の 本 体 部 分 及 び 前 記 第 ２ の 本 体 部 分 を 閉 位  
置 に 向 か っ て 付 勢 す る よ う に 構 成 さ れ る リ ビ ン グ ヒ ン ジ を 更 に 含 む 、 請 求 項 １ １ ～ １ ３ の  
い ず れ か 一 項 に 記 載 の カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 ３ の 直 径 以 下 の 外 径 を 画 定 す る ガ イ ド ワ イ ヤ を 更 に 含 む 、 請 求 項 ４ ～ １ ４ の い ず  
れ か 一 項 に 記 載 の カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス に 結 合 さ れ 、 前 記 カ テ ー テ ル の 一 部 を 取 り 囲 む よ う に 近  
位 に 延 在 す る バ リ ア を 更 に 含 む 、 請 求 項 １ ～ １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の カ テ ー テ ル 配 置  
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 バ リ ア は 、 長 手 方 向 に 延 在 す る 引 き 裂 き 線 を 含 む 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の カ テ ー テ ル  
配 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 バ リ ア の 前 記 近 位 端 は 、 前 記 カ テ ー テ ル に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ る ク リ ッ プ に 結  
合 さ れ る 、 請 求 項 １ ６ 又 は １ ７ に 記 載 の カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 近 位 ク リ ッ プ は 、 第 ２ の 本 体 部 分 に ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、 管 腔 を 画 定 す る 第 １ の ク リ ッ  
プ 本 体 部 分 を 含 み 、 前 記 近 位 ク リ ッ プ 管 腔 の 直 径 は 、 前 記 バ リ ア の 遠 位 端 の 外 径 よ り も 大  
き い 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 カ テ ー テ ル 管 腔 を 画 定 し 、 長 手 方 向 に 延 在 す る カ テ ー テ ル と 、
　 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス で あ っ て 、 デ バ イ ス 管 腔 を 画 定 す る 本 体 と 、 前 記 本 体 か ら 延  
在 し 、 前 記 本 体 を 閉 位 置 と 開 位 置 と の 間 で 移 行 さ せ る よ う に 構 成 さ れ る ア ー ム と 、 を 含 む  
、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス と 、
　 前 記 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス に 結 合 さ れ る バ リ ア と 、 を 備 え る 、 カ テ ー テ ル 配 置 シ ス  
テ ム 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 ア ー ム は 、 前 記 長 手 方 向 軸 線 に 平 行 に 延 在 す る 平 面 を 通 じ て 前 記 本 体 に 対 し て 回 転  
可 能 で あ る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 デ バ イ ス 管 腔 は 、 フ ァ ン ネ ル 部 と 、 位 置 合 わ せ 部 と 、 カ テ ー テ ル 部 と 、 を 含 み 、 前  
記 位 置 合 わ せ 部 の 直 径 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 外 径 及 び 前 記 カ テ ー テ ル 管 腔 の 内 径 の 一 方 又 は  
両 方 に 等 し く 、 前 記 カ テ ー テ ル 部 の 直 径 は 、 前 記 カ テ ー テ ル の 外 径 に 等 し い 、 請 求 項 ２ ０  
又 は ２ １ に 記 載 の カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
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　 前 記 ア ー ム は 、 前 記 デ バ イ ス が 前 記 開 位 置 に あ る と き に 、 前 記 本 体 の 前 記 位 置 合 わ せ 部  
を 長 手 方 向 軸 線 に 沿 っ て 分 割 し て 、 前 記 位 置 合 わ せ 部 の 直 径 を 前 記 カ テ ー テ ル の 外 径 に 移  
行 さ せ る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 遠 位 装 填 の た め の デ バ イ ス 及 び 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 カ テ ー テ ル 、 拡 張 器 、 又 は 同 様 の 長 尺 の 医 療 デ バ イ ス の 管 腔 の 中 へ の ガ イ ド ワ イ ヤ の 遠  
位 装 填 は 、 特 に 、 ア ク セ ス ポ ー ト 、 ハ ブ 、 弁 、 又 は 同 様 の 複 雑 な 近 位 構 造 の 存 在 に よ っ て  
、 近 位 装 填 が 妨 げ ら れ る 場 合 、 好 ま し い こ と が あ る 。 し か し な が ら 、 長 尺 の 医 療 デ バ イ ス  
の 管 腔 内 へ の ガ イ ド ワ イ ヤ の 遠 位 装 填 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 直 径 が 小 さ く 、 ガ イ ド ワ イ ヤ が  
配 置 さ れ る 管 腔 の 直 径 が 小 さ い た め に 困 難 な こ と が あ る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ の 位 置 合 わ せ 不 良  
は 、 繊 細 か つ 複 雑 な 先 端 又 は 管 腔 構 造 の 損 傷 、 及 び ／ 又 は ガ イ ド ワ イ ヤ 若 し く は 医 療 デ バ  
イ ス の 一 方 若 し く は 両 方 に お け る コ ー テ ィ ン グ の 損 傷 を も た ら し 得 る 。 さ ら に 、 ガ イ ド ワ  
イ ヤ 装 填 プ ロ セ ス の 間 に 身 体 に 入 る 、 こ れ ら の デ バ イ ス の 部 分 を 取 り 扱 う こ と は 、 感 染 の  
危 険 性 を 増 加 さ せ 得 る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ の 近 位 装 填 が 可 能 で あ る 場 合 で あ っ て も 、 こ の こ と  
は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 長 尺 の 医 療 デ バ イ ス の 全 長 を 通 じ て 前 進 さ せ な け れ ば な ら な い た め 、  
好 ま し く な い 場 合 が あ る 。 こ れ は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 又 は 医 療 デ バ イ ス の い ず れ か に 配 置 さ れ  
た 任 意 の コ ー テ ィ ン グ の 劣 化 に つ な が る 。 さ ら に 、 位 置 合 わ せ 不 良 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 又 は  
医 療 デ バ イ ス の 一 方 又 は 両 方 に 損 傷 を も た ら す 可 能 性 が あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 簡 潔 に 要 約 す る と 、 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 実 施 形 態 は 、 カ テ ー テ ル 、 拡 張 器 、 又 は 類 似  
す る 長 尺 の 医 療 デ バ イ ス の 管 腔 の 中 へ の ガ イ ド ワ イ ヤ の 遠 位 装 填 の た め の 装 置 及 び 方 法 を  
対 象 と す る 。 実 施 形 態 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ と 長 尺 の 医 療 デ バ イ ス の 管 腔 と の 位 置 合 わ せ を 容  
易 に し 、 ガ イ ド ワ イ ヤ と そ の 上 に 配 置 さ れ る 任 意 の 構 造 又 は コ ー テ ィ ン グ と の 間 に 保 護 バ  
リ ア を 提 供 す る 。 さ ら に 、 実 施 形 態 は ま た 、 カ テ ー テ ル と の 直 接 接 触 を 軽 減 す る よ う に 、  
及 び ／ 又 は 皮 下 に 配 置 さ れ る カ テ ー テ ル 又 は そ の 一 部 を 収 容 す る た め の 無 菌 環 境 を 提 供 す  
る よ う に 構 成 さ れ る 可 撓 性 の 薄 膜 バ リ ア を 含 む 。 膜 バ リ ア は 、 病 原 体 の 侵 入 を 軽 減 し 、 感  
染 の リ ス ク を 低 減 す る 。 実 施 形 態 は さ ら に 、 無 菌 非 接 触 技 術 を 使 用 し て 、 カ テ ー テ ル の 把  
持 及 び 患 者 内 へ の 前 進 を 促 進 す る よ う に 構 成 さ れ る ク リ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る の は 、 カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム で あ っ て 、 カ テ ー テ ル 管 腔 を 画 定  
す る カ テ ー テ ル と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス で あ っ て 、 長 手 方 向 に 延 在 す る デ バ イ ス 管  
腔 を 画 定 す る 本 体 と 、 本 体 の 遠 位 端 に 配 置 さ れ 、 デ バ イ ス 管 腔 と 連 通 す る フ ァ ン ネ ル と 、  
本 体 の 遠 位 端 と 近 位 端 と の 間 に 長 手 方 向 に 延 在 し 、 デ バ イ ス 管 腔 と 連 通 す る ス ロ ッ ト と 、  
デ バ イ ス 管 腔 の 内 面 か ら 半 径 方 向 内 向 き に 延 在 し 、 カ テ ー テ ル の 外 面 に 配 置 さ れ る ス カ イ  
ブ （ ｓ ｋ ｉ ｖ ｅ ） に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ る 突 出 部 と 、 を 有 す る ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ  
イ ス と 、 を 含 む 、 カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム 、 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス 管 腔 は 、 遠 位 に 配 置 さ れ る フ ァ ン ネ ル 部 と 、 近 位 に  
配 置 さ れ る カ テ ー テ ル 部 と 、 そ れ ら の 間 に 配 置 さ れ る 位 置 合 わ せ 部 と 、 を 含 み 、 突 出 部 は  
、 カ テ ー テ ル 部 の 内 面 か ら 延 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 フ ァ ン ネ ル 部 は 、 フ ァ ン ネ ル 部 の 遠 位 端 に お け る 第 １ の 直 径  
か ら フ ァ ン ネ ル 部 の 近 位 端 に お け る 第 ２ の 直 径 ま で 延 在 す る テ ー パ 状 内 側 輪 郭 を 画 定 し 、  
第 ２ の 直 径 は 、 第 １ の 直 径 よ り 小 さ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 位 置 合 わ せ 部 は 、 位 置 合 わ せ 部 の 遠 位 端 に お け る 第 ２ の 直 径  
か ら 位 置 合 わ せ 部 の 近 位 端 に お け る 第 ３ の 直 径 ま で 延 在 す る テ ー パ 状 内 側 輪 郭 を 画 定 し 、  
第 ３ の 直 径 は 、 カ テ ー テ ル 管 腔 の 内 径 に 等 し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 カ テ ー テ ル 部 は 、 第 ３ の 直 径 よ り も 大 き い 第 ４ の 直 径 を 画 定  
し 、 カ テ ー テ ル 部 の 壁 は 、 長 手 方 向 軸 線 に 平 行 に 延 在 す る 。
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 ４ の 直 径 は 、 カ テ ー テ ル の 外 径 以 上 で あ り 、 カ テ ー テ ル 部  
は 、 カ テ ー テ ル の 外 面 に 摺 動 可 能 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 ４ の 直 径 は 、 カ テ ー テ ル の 外 径 以 下 で あ り 、 カ テ ー テ ル 部  
は 、 締 ま り 嵌 め で カ テ ー テ ル に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 カ テ ー テ ル 部 は 、 テ ー パ 状 遠 位 部 を 更 に 含 み 、 テ ー パ 状 遠 位  
部 の 内 側 輪 郭 は 、 カ テ ー テ ル の 遠 位 先 端 構 造 の 外 側 輪 郭 を 反 映 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス 管 腔 は 、 デ バ イ ス 管 腔 の 壁 か ら 半 径 方 向 内 向 き に 延  
在 し 、 カ テ ー テ ル の 遠 位 先 端 に 係 合 し て デ バ イ ス 管 腔 を 通 じ た カ テ ー テ ル の 更 な る 遠 位 移  
動 を 阻 止 す る よ う に 構 成 さ れ る 当 接 部 を 更 に 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ス カ イ ブ は 、 第 ２ の カ テ ー テ ル 管 腔 と 連 通 す る 開 口 部 を 含 む  
。
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 本 体 は 、 第 ２ の 本 体 部 分 に ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、 長 手 方 向 軸 線 に  
垂 直 に 延 在 す る 平 面 を 通 じ て 枢 動 可 能 で あ る 第 １ の 本 体 部 分 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 本 体 部 分 及 び 第 ２ の 本 体 部 分 は 、 閉 位 置 と 開 位 置 と の  
間 で 移 行 可 能 で あ り 、 デ バ イ ス が 開 位 置 に あ る と き 、 デ バ イ ス 管 腔 の 最 小 直 径 は カ テ ー テ  
ル の 外 径 よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 突 出 部 は 、 カ テ ー テ ル が 本 体 に 対 し て 長 手 方 向 に 摺 動 す る こ  
と を 可 能 に す る た め に 、 開 位 置 に お い て ス カ イ ブ か ら 外 れ る よ う に 構 成 さ れ る 。
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス は 、 第 １ の 本 体 部 分 及 び 第 ２ の 本  
体 部 分 を 閉 位 置 に 向 か っ て 付 勢 す る よ う に 構 成 さ れ る リ ビ ン グ ヒ ン ジ を 更 に 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム は 、 第 ３ の 直 径 以 下 の 外 径 を 画 定 す  
る ガ イ ド ワ イ ヤ 、 を 更 に 含 む 。
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス に 結  
合 さ れ 、 カ テ ー テ ル の 一 部 を 取 り 囲 む よ う に 近 位 に 延 在 す る バ リ ア を 更 に 含 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 バ リ ア は 、 長 手 方 向 に 延 在 す る 引 き 裂 き 線 を 含 む 。
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 バ リ ア の 近 位 端 は 、 カ テ ー テ ル に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ る  
ク リ ッ プ に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 近 位 ク リ ッ プ は 、 第 ２ の 本 体 部 分 に ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、 管 腔 を  
画 定 す る 第 １ の ク リ ッ プ 本 体 部 分 を 含 み 、 近 位 ク リ ッ プ 管 腔 の 直 径 は 、 バ リ ア の 遠 位 端 の  
外 径 よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 カ テ ー テ ル の 管 腔 に ガ イ ド ワ イ ヤ を 装 填 す る 方 法 で あ っ て 、 カ テ ー テ ル の 遠 位  
先 端 構 造 を ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス の 管 腔 内 に 配 置 す る こ と と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 近 位 端  
を 長 手 方 向 軸 線 に 沿 っ て ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス の フ ァ ン ネ ル 内 に 前 進 さ せ る こ と で あ  
っ て 、 フ ァ ン ネ ル は ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス の 管 腔 の 遠 位 端 に 配 置 さ れ る 、 前 進 さ せ る  
こ と と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を カ テ ー テ ル の 管 腔 に 摺 動 可 能 に 係 合 さ せ る こ と と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ  
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装 填 デ バ イ ス を 閉 位 置 か ら 開 位 置 に 移 行 さ せ る こ と と 、 カ テ ー テ ル を ス ロ ッ ト を 通 じ て 長  
手 方 向 軸 線 に 垂 直 に 摺 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス を カ テ ー テ ル か  
ら 外 す こ と と 、 を 含 む 方 法 、 も 開 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス の 管 腔 は 、 遠 位 に 配 置 さ れ る フ ァ  
ン ネ ル 部 と 、 近 位 に 配 置 さ れ る カ テ ー テ ル 部 と 、 そ れ ら の 間 に 配 置 さ れ る 位 置 合 わ せ 部 と  
、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 本 方 法 は 、 締 ま り 嵌 め 、 圧 入 、 又 は ス ナ ッ プ フ ィ ッ ト 係 合 の  
う ち の １ つ で 、 カ テ ー テ ル を 管 腔 の カ テ ー テ ル 部 と 係 合 さ せ る こ と を 更 に 含 む 。
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 本 方 法 は 、 デ バ イ ス が 閉 位 置 に あ る と き 、 突 出 部 を 、 カ テ ー  
テ ル の 外 面 に 配 置 さ れ た ス カ イ ブ と 係 合 さ せ る こ と と 、 デ バ イ ス が 開 位 置 に あ る と き 、 突  
出 部 を ス カ イ ブ か ら 外 す こ と と を 更 に 含 み 、 突 出 部 は 、 カ テ ー テ ル 部 の 内 面 か ら 半 径 方 向  
内 向 き に 延 在 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 フ ァ ン ネ ル 部 は 、 遠 位 端 に お け る 第 １ の 直 径 か ら 近 位 端 に お  
け る 第 ２ の 直 径 ま で 延 在 す る 。
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 位 置 合 わ せ 部 は 、 遠 位 端 に お け る 第 ２ の 直 径 か ら 近 位 端 に お  
け る 第 ３ の 直 径 ま で 延 在 し 、 第 ３ の 直 径 は 、 カ テ ー テ ル の 内 腔 直 径 及 び ガ イ ド ワ イ ヤ の 外  
径 の 一 方 又 は 両 方 に 等 し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 本 方 法 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス の 管 腔 を 通 じ た カ テ ー  
テ ル の 更 な る 遠 位 移 動 を 防 止 す る た め に 、 管 腔 内 に 配 置 さ れ た 当 接 部 に 対 し て カ テ ー テ ル  
の 遠 位 先 端 を 押 し 当 て る こ と を 更 に 含 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 移 行 さ せ る ス テ ッ プ は 、 長 手 方 向 軸 線 に 垂 直 に 延 在 す る 平 面  
を 通 じ て 第 ２ の ア ー ム に 対 し て 第 １ の ア ー ム を 回 転 さ せ 、 第 １ の 本 体 部 分 を 第 ２ の 本 体 部  
分 か ら 離 れ る よ う に 回 転 さ せ る こ と 、 を 更 に 含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 本 体 部 分 は 第 １ の 縁 部 を 含 み 、 第 ２ の 本 体 部 分 は 第 ２  
の 縁 部 を 含 み 、 第 １ の 縁 部 及 び 第 ２ の 縁 部 は ス ロ ッ ト を 画 定 す る 。
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 閉 位 置 に お け る ス ロ ッ ト は 、 第 １ の 幅 を 画 定 し 、 開 位 置 に お  
け る ス ロ ッ ト は 、 第 ２ の 幅 を 画 定 し 、 第 １ の 幅 は 、 カ テ ー テ ル の 外 径 よ り 小 さ く 、 第 ２ の  
幅 は 、 カ テ ー テ ル の 外 径 よ り 大 き い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 カ テ ー テ ル を 配 置 す る 方 法 で あ っ て 、 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 に 係 合 さ れ た ガ イ ド  
ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス と 、 バ リ ア と 、 ク リ ッ プ と 、 を 含 む カ テ ー テ ル 配 置 ア セ ン ブ リ を 提 供  
す る こ と と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス の フ ァ ン ネ ル の 中 へ 長 手 方 向 近 位 に ガ イ ド ワ イ ヤ  
を 前 進 さ せ る こ と に よ っ て 、 カ テ ー テ ル の 管 腔 の 中 へ ガ イ ド ワ イ ヤ を 装 填 す る こ と と 、 ガ  
イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス を 閉 位 置 か ら 開 位 置 に 移 行 さ せ る こ と と 、 ク リ ッ プ を 遠 位 に 前 進  
さ せ る こ と で あ っ て 、 ク リ ッ プ は カ テ ー テ ル の 一 部 に 解 放 可 能 に 結 合 さ れ る 、 前 進 さ せ る  
こ と と 、 を 含 む 方 法 、 が 開 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 バ リ ア は 、 可 撓 性 材 料 か ら 形 成 さ れ 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ  
イ ス の 長 手 方 向 軸 線 を 取 り 囲 み 、 バ リ ア の 遠 位 端 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス と 結 合 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 本 方 法 は 、 バ リ ア の 遠 位 端 と 結 合 さ れ 、 締 ま り 嵌 め 、 圧 入 、  
ス ナ ッ プ フ ィ ッ ト 係 合 、 螺 合 、 バ ヨ ネ ッ ト 係 合 、 又 は ル ア ー ロ ッ ク の う ち の １ つ で ガ イ ド  
ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス の 近 位 端 と 解 放 可 能 に 係 合 さ れ る 、 コ ネ ク タ リ ン グ を 更 に 含 む 。



10

20

30

40

50

JP 2024-543749 A 2024.11.25(7)

【 ０ ０ ２ ７ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 バ リ ア の 近 位 端 は 、 ク リ ッ プ に 結 合 さ れ 、 そ の 中 に 滅 菌 環 境  
を 維 持 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 移 行 さ せ る ス テ ッ プ は 、 バ リ ア か ら コ ー ド を 分 離 し て 、 バ リ  
ア を 引 き 裂 き 線 に 沿 っ て 長 手 方 向 に 破 断 さ せ る こ と を 更 に 含 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 前 進 さ せ る ス テ ッ プ は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス の 管 腔 を  
通 じ て カ テ ー テ ル の 一 部 を 前 進 さ せ る こ と を 更 に 含 む 。
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 本 方 法 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス を 開 位 置 か ら 閉 位 置 に  
移 行 さ せ 、 カ テ ー テ ル の 第 １ の 部 分 を 把 持 す る こ と と 、 ク リ ッ プ を 閉 位 置 か ら 開 位 置 に 移  
行 さ せ る こ と と 、 ク リ ッ プ を 近 位 に 摺 動 さ せ て カ テ ー テ ル の 第 ２ の 部 分 を 把 持 し 、 カ テ ー  
テ ル を 反 復 段 階 に お い て 前 進 さ せ る こ と と 、 を 更 に 含 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 前 進 さ せ る ス テ ッ プ は 、 ク リ ッ プ を 遠 位 に 前 進 さ せ る 前 に 、  
ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス を カ テ ー テ ル か ら 外 す こ と を 更 に 含 む 。
　 さ ら に 、 カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム で あ っ て 、 カ テ ー テ ル 管 腔 を 画 定 し 、 長 手 方 向 に 延 在  
す る カ テ ー テ ル と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス で あ っ て 、 デ バ イ ス 管 腔 を 画 定 す る 本 体 と  
、 本 体 か ら 延 在 し 、 本 体 を 閉 位 置 と 開 位 置 と の 間 で 移 行 さ せ る よ う に 構 成 さ れ る ア ー ム と  
を 含 む 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス に 結 合 さ れ る バ リ ア と  
、 を 含 む 、 カ テ ー テ ル 配 置 シ ス テ ム 、 が 開 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ア ー ム は 、 長 手 方 向 軸 線 に 平 行 に 延 在 す る 平 面 を 通 じ て 本 体  
に 対 し て 回 転 可 能 で あ る よ う に 構 成 さ れ る 。
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス 管 腔 は 、 フ ァ ン ネ ル 部 と 、 位 置 合 わ せ 部 と 、 カ テ ー  
テ ル 部 と を 含 み 、 位 置 合 わ せ 部 の 直 径 は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 外 径 及 び カ テ ー テ ル 管 腔 の 内 径  
の 一 方 又 は 両 方 に 等 し く 、 カ テ ー テ ル 部 の 直 径 は 、 カ テ ー テ ル の 外 径 に 等 し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 ア ー ム は 、 デ バ イ ス が 開 位 置 に あ る と き に 、 本 体 の 位 置 合 わ  
せ 部 を 長 手 方 向 軸 線 に 沿 っ て 分 割 し て 、 位 置 合 わ せ 部 の 直 径 を カ テ ー テ ル の 外 径 に 移 行 さ  
せ る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 開 示 の よ り 具 体 的 な 説 明 は 、 添 付 の 図 面 に 示 さ れ る 特 定 の 実 施 形 態 を 参 照 す る こ と に  
よ り 行 わ れ る 。 こ れ ら の 図 面 は 、 本 発 明 の 典 型 的 な 実 施 形 態 の み を 示 し 、 し た が っ て 、 そ  
の 範 囲 を 限 定 す る も の と み な さ れ な い こ と を 理 解 さ れ た い 。 本 発 明 の 例 示 的 な 実 施 形 態 は  
、 添 付 の 図 面 の 使 用 を 通 じ て 更 に 具 体 的 か つ 詳 細 に 記 載 及 び 説 明 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 実 施 形 態 に よ る 、 バ リ ア 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 、 及 び カ テ ー テ ル  
を 含 む 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 シ ス テ ム を 示 す 。
【 図 ２ Ａ 】 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 実 施 形 態 に よ る 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 シ ス テ ム の 近 位 端 斜  
視 図 を 示 す 。
【 図 ２ Ｂ 】 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 実 施 形 態 に よ る 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 シ ス テ ム の 遠 位 端 斜  
視 図 を 示 す 。
【 図 ２ Ｃ 】 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 実 施 形 態 に よ る 、 閉 位 置 に あ る ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 シ ス テ  
ム の 横 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ Ｄ 】 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 実 施 形 態 に よ る 、 開 位 置 に あ る ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 シ ス テ  
ム の 横 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 実 施 形 態 に よ る 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 シ ス テ ム の 縦 断 面 図 を  
示 す 。
【 図 ４ Ａ 】 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 実 施 形 態 に よ る 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 シ ス テ ム と と も に 使  
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用 す る た め の 近 位 ク リ ッ プ を 含 む バ リ ア の 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ４ Ｂ 】 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 実 施 形 態 に よ る 、 バ リ ア 、 近 位 ク リ ッ プ 、 ガ イ ド ワ イ ヤ  
、 及 び カ テ ー テ ル を 含 む 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 シ ス テ ム を 示 す 。
【 図 ５ Ａ 】 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 実 施 形 態 に よ る 、 カ テ ー テ ル と 係 合 さ れ た 閉 位 置 に あ る  
ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 シ ス テ ム の 縦 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ５ Ｂ 】 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 実 施 形 態 に よ る 、 開 位 置 に あ る ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 シ ス テ  
ム の 縦 断 面 図 を 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 い く つ か の 特 定 の 実 施 形 態 が よ り 詳 細 に 開 示 さ れ る 前 に 、 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る 特 定 の  
実 施 形 態 は 、 本 明 細 書 に 提 供 さ れ る 概 念 の 範 囲 を 限 定 し な い こ と を 理 解 さ れ た い 。 本 明 細  
書 に 開 示 さ れ る 特 定 の 実 施 形 態 は 、 特 定 の 実 施 形 態 か ら 容 易 に 分 離 で き 、 任 意 選 択 で 、 本  
明 細 書 に 開 示 さ れ る 他 の 多 数 の 実 施 形 態 の い ず れ か の 特 徴 と 組 み 合 わ せ る か 、 又 は 置 換 す  
る こ と が で き る 特 徴 を 有 す る こ と が 可 能 で あ る こ と も 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 用 語 に 関 し て 、 用 語 は 、 い く つ か の 特 定 の 実 施 形 態 を 説 明 す る た  
め の も の で あ り 、 用 語 は 、 本 明 細 書 で 提 供 さ れ る 概 念 の 範 囲 を 限 定 し な い こ と も 理 解 さ れ  
た い 。 序 数 （ 例 え ば 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 等 ） は 、 一 般 に 、 複 数 の 特 徴 又 は 複 数 の ス テ ッ  
プ の 群 内 の 異 な る 特 徴 又 は ス テ ッ プ を 区 別 又 は 識 別 す る た め に 使 用 さ れ 、 連 続 的 な 限 定 又  
は 数 値 限 定 を 提 供 す る も の で は な い 。 例 え ば 、 「 第 １ 」 、 「 第 ２ 」 、 及 び 「 第 ３ 」 の 特 徴  
又 は ス テ ッ プ は 、 必 ず し も そ の 順 序 で 現 れ る 必 要 は な く 、 そ の よ う な 特 徴 又 は ス テ ッ プ を  
含 む 特 定 の 実 施 形 態 は 、 必 ず し も ３ つ の 特 徴 又 は ス テ ッ プ に 限 定 さ れ る 必 要 は な い 。 「 左  
」 、 「 右 」 、 「 上 」 、 「 下 」 、 「 前 」 、 「 後 」 等 の 表 示 は 、 便 宜 上 使 用 さ れ て お り 、 例 え  
ば 、 特 定 の 固 定 位 置 、 向 き 、 又 は 方 向 を 意 味 す る も の で は な い 。 代 わ り に 、 そ の よ う な 表  
示 は 、 例 え ば 、 相 対 的 な 位 置 、 向 き 、 又 は 方 向 を 反 映 す る た め に 使 用 さ れ る 。 単 数 形 の 「  
一 」 、 「 １ つ 」 、 及 び 「 そ の 」 は 、 文 脈 で 明 確 に 指 示 さ れ て い な い 限 り 、 複 数 形 の 参 照 も  
含 む 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 下 の 説 明 に お い て 、 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 「 又 は 」 及 び 「 及 び ／ 又 は 」 と い う 用 語 は  
、 包 含 的 で あ る も の と し て 、 又 は 任 意 の １ つ 若 し く は 任 意 の 組 み 合 わ せ を 意 味 す る も の と  
し て 解 釈 さ れ る べ き で あ る 。 一 例 と し て 、 「 Ａ 、 Ｂ 又 は Ｃ 」 又 は 「 Ａ 、 Ｂ 及 び ／ 又 は Ｃ 」  
は 、 「 以 下 、 す な わ ち 、 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ａ 及 び Ｂ 、 Ａ 及 び Ｃ 、 Ｂ 及 び Ｃ 、 Ａ 、 Ｂ 及 び Ｃ の い  
ず れ か 」 を 意 味 す る 。 こ の 定 義 の 例 外 は 、 要 素 、 構 成 要 素 、 機 能 、 工 程 、 又 は 行 為 の 組 み  
合 わ せ が 何 ら か の 形 で 本 質 的 に 相 互 に 排 他 的 で あ る 場 合 に の み 生 じ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 「 近 位 」 に 関 し て 、 例 え ば 、 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る カ テ ー テ ル の 「 近 位 部 分 」 又 は 「 近  
位 端 部 分 」 は 、 カ テ ー テ ル が 患 者 に 使 用 さ れ る 場 合 、 臨 床 医 の 近 く に あ る こ と を 意 図 し た  
カ テ ー テ ル の 部 分 を 含 む 。 同 様 に 、 例 え ば 、 カ テ ー テ ル の 「 近 位 長 さ （ ｐ ｒ ｏ ｘ ｉ ｍ ａ ｌ   
ｌ ｅ ｎ ｇ ｔ ｈ ） 」 は 、 カ テ ー テ ル が 患 者 に 使 用 さ れ る 場 合 、 臨 床 医 の 近 く に あ る こ と を 意  
図 し た カ テ ー テ ル の 長 さ を 含 む 。 例 え ば 、 カ テ ー テ ル の 「 近 位 端 」 は 、 カ テ ー テ ル が 患 者  
に 使 用 さ れ る 場 合 、 臨 床 医 の 近 く に あ る よ う に 意 図 さ れ た カ テ ー テ ル の 端 部 を 含 む 。 カ テ  
ー テ ル の 近 位 部 分 、 近 位 端 部 分 、 又 は 近 位 長 さ は 、 カ テ ー テ ル の 近 位 端 を 含 む こ と が で き  
る が 、 カ テ ー テ ル の 近 位 部 分 、 近 位 端 部 分 、 又 は 近 位 長 さ は 、 カ テ ー テ ル の 近 位 端 を 含 む  
必 要 は な い 。 す な わ ち 、 文 脈 か ら 示 唆 さ れ る 場 合 を 除 き 、 カ テ ー テ ル の 近 位 部 分 、 近 位 端  
部 分 、 又 は 近 位 長 さ は 、 カ テ ー テ ル の 末 端 部 分 又 は 末 端 長 さ で は な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 「 遠 位 」 に 関 し て 、 例 え ば 、 本 明 細 書 に 開 示 さ れ る カ テ ー テ ル の 「 遠 位 部 分 」 又 は 「 遠  
位 端 部 分 」 は 、 カ テ ー テ ル が 患 者 に 使 用 さ れ る 場 合 、 患 者 の 近 く に あ る か 、 又 は 患 者 内 に  
あ る こ と を 意 図 し た カ テ ー テ ル の 部 分 を 含 む 。 同 様 に 、 例 え ば 、 カ テ ー テ ル の 「 遠 位 長 さ  
（ ｄ ｉ ｓ ｔ ａ ｌ   ｌ ｅ ｎ ｇ ｔ ｈ ） 」 は 、 カ テ ー テ ル が 患 者 に 使 用 さ れ る 場 合 、 患 者 の 近 く  
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又 は 患 者 内 に あ る こ と を 意 図 し た カ テ ー テ ル の 長 さ を 含 む 。 例 え ば 、 カ テ ー テ ル の 「 遠 位  
端 」 は 、 カ テ ー テ ル が 患 者 に 使 用 さ れ る 場 合 、 患 者 の 近 く 又 は 患 者 内 に あ る よ う に 意 図 さ  
れ た カ テ ー テ ル の 端 部 を 含 む 。 カ テ ー テ ル の 遠 位 部 分 、 遠 位 端 部 分 、 又 は 遠 位 長 さ は 、 カ  
テ ー テ ル の 遠 位 端 を 含 む こ と が で き る が 、 カ テ ー テ ル の 遠 位 部 分 、 遠 位 端 部 分 、 又 は 遠 位  
長 さ は 、 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 を 含 む 必 要 は な い 。 す な わ ち 、 文 脈 か ら 示 唆 さ れ る 場 合 を 除  
き 、 カ テ ー テ ル の 遠 位 部 分 、 遠 位 端 部 分 、 又 は 遠 位 長 さ は 、 カ テ ー テ ル の 末 端 部 分 又 は 末  
端 長 さ で は な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 明 細 書 で 説 明 さ れ る 実 施 形 態 の 説 明 を 補 助 す る た め に 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 長 手  
方 向 軸 線 が 、 カ テ ー テ ル の 軸 線 方 向 長 さ に 実 質 的 に 平 行 に 延 び て い る 。 横 方 向 軸 が 、 長 手  
方 向 軸 線 に 対 し て 垂 直 に 延 び て お り 、 横 断 方 向 軸 が 、 長 手 方 向 軸 線 及 び 横 方 向 軸 線 の 双 方  
に 対 し て 垂 直 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 別 段 に 定 義 さ れ な い 限 り 、 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 全 て の 技 術 用 語 及 び 科 学 用 語 は 、 当 業  
者 に よ っ て 一 般 に 理 解 さ れ る も の と 同 じ 意 味 を 有 す る 。
　 図 １ は 、 例 示 的 な 使 用 環 境 に お け る ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス （ 「 デ バ イ ス 」 ） １ ０ ０  
を 示 す 。 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス １ ０ ０ は 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 管 腔 ９ ２ 内 へ の ガ イ ド ワ  
イ ヤ ８ ０ の 遠 位 装 填 の た め の 無 菌 非 接 触 技 術 を 提 供 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 長  
尺 の 医 療 デ バ イ ス 内 へ の ガ イ ド ワ イ ヤ の 遠 位 装 填 は 、 特 に ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ と 管 腔 ９ ２ と  
を 位 置 合 わ せ す る と き に 困 難 で あ る 場 合 が あ る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ の 位 置 合 わ せ 不 良 は 、  
カ テ ー テ ル ９ ０ の 遠 位 先 端 構 造 ９ ４ の 損 傷 に つ な が る 可 能 性 が あ る 。 任 意 選 択 で 、 デ バ イ  
ス １ ０ ０ は 、 長 尺 の 医 療 デ バ イ ス の 遠 位 先 端 か ら の 針 刺 し 損 傷 （ ｎ ｅ ｅ ｄ ｌ ｅ － ｓ ｔ ｉ ｃ  
ｋ   ｉ ｎ ｊ ｕ ｒ ｉ ｅ ｓ ） を 防 止 す る こ と も で き る 。 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 場 合 、 カ テ ー テ  
ル ９ ０ は 、 限 定 す る こ と を 意 図 し て お ら ず 、 カ テ ー テ ル ９ ０ は 、 様 々 な カ テ ー テ ル 、 拡 張  
器 、 カ ニ ュ ー レ 、 針 、 又 は そ の 中 に ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を 受 け 入 れ る よ う に 構 成 さ れ た 同 様  
の 長 尺 の 医 療 デ バ イ ス を 含 む こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス １ ０ ０ は 、 デ バ イ  
ス １ ０ ０ に 結 合 さ れ 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 一 部 に わ た っ て 延 在 す る バ リ ア １ ６ ０ を 更 に 含 む  
こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 で は 、 バ リ ア １ ６ ０ は 、 カ テ ー テ ル ９ ０ （ 又 は 同 様 の 長 尺 の 医  
療 デ バ イ ス ） と の 直 接 接 触 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 で は 、 バ リ ア １ ６ ０ は 、  
カ テ ー テ ル ９ ０ の 少 な く と も 一 部 が 配 置 さ れ る 無 菌 環 境 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ２ Ａ ～ 図 ３ は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス １ ０ ０ の さ ら な る 詳 細 を 示 す 。 一 実 施 形 態  
で は 、 デ バ イ ス １ ０ ０ は 、 ヒ ン ジ １ １ ４ に よ っ て 第 ２ の 本 体 部 分 １ １ ０ Ｂ に ヒ ン ジ 結 合 さ  
れ た 第 １ の 本 体 部 分 １ １ ０ Ａ を 備 え る 本 体 １ １ ０ を 含 む 。 ヒ ン ジ １ １ ４ は 、 第 １ の 本 体 部  
分 １ １ ０ Ａ が 、 長 手 方 向 軸 線 に 対 し て あ る 角 度 で 延 在 す る 平 面 を 通 じ て 、 第 ２ の 本 体 部 分  
１ １ ０ Ｂ に 対 し て 枢 動 す る こ と を 可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ る 、 機 械 的 ヒ ン ジ 、 リ ビ ン グ  
ヒ ン ジ 、 又 は 同 様 の 機 構 で あ っ て も よ い 。 一 実 施 形 態 で は 、 本 体 １ １ ０ は 、 プ ラ ス チ ッ ク  
、 ポ リ マ ー 、 熱 可 塑 性 物 質 、 金 属 、 合 金 、 複 合 材 料 、 又 は 同 様 の 実 質 的 に 剛 性 の 高 い 若 し  
く は 弾 性 を 有 す る 材 料 か ら 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 本 体 部 分 １ １ ０ Ａ 及 び 第 ２ の 本 体 部 分 １ １ ０ Ｂ は 、 協 働 し て 、  
中 心 長 手 方 向 軸 線 ７ ０ に 沿 っ て デ バ イ ス １ ０ ０ の 近 位 端 か ら デ バ イ ス １ ０ ０ の 遠 位 端 ま で  
延 在 す る 管 腔 １ １ ２ を 画 定 す る 。 デ バ イ ス １ ０ ０ は 、 デ バ イ ス １ ０ ０ の 近 位 端 と 遠 位 端 と  
の 間 に 長 手 方 向 に 延 在 し 、 管 腔 １ １ ２ と 連 通 す る ス ロ ッ ト １ １ ６ を 更 に 含 む 。 一 実 施 形 態  
で は 、 ス ロ ッ ト １ １ ６ は 、 中 心 長 手 方 向 軸 線 ７ ０ を 挟 ん で ヒ ン ジ １ １ ４ の 反 対 側 に 配 置 さ  
れ て い る 。 一 実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス １ ０ ０ は 、 デ バ イ ス １ ０ ０ の 遠 位 端 に 配 置 さ れ た フ  
ァ ン ネ ル １ ２ ０ を 更 に 含 む 。 フ ァ ン ネ ル １ ２ ０ は 、 テ ー パ 状 内 側 輪 郭 を 画 定 し 、 そ の 頂 点  
は 、 中 心 長 手 方 向 軸 線 ７ ０ と 位 置 合 わ せ さ れ 、 管 腔 １ １ ２ と 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 本 体 １ １ ０ は 、 本 体 １ １ ０ か ら 延 在 し 、 中 心 長 手 方 向 軸 線 ７ ０ に 実 質  
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的 に 垂 直 で あ る １ つ 以 上 の ア ー ム １ ３ ０ を 含 む 。 図 ２ Ｃ は 、 閉 位 置 に あ る 本 体 １ １ ０ の 横  
断 面 図 を 示 し 、 図 ２ Ｄ は 、 開 位 置 に あ る 本 体 １ １ ０ の 横 断 面 図 を 示 す 。 第 １ の 本 体 部 分 １  
１ ０ Ａ は 第 １ の ア ー ム １ ３ ０ Ａ を 含 み 、 第 ２ の 本 体 部 分 １ １ ０ Ｂ は 第 ２ の ア ー ム １ ３ ０ Ｂ  
を 含 む 。 ア ー ム １ ３ ０ は 、 使 用 者 に よ っ て 把 持 さ れ 、 閉 位 置 （ 図 ２ Ｃ ） と 開 位 置 （ 図 ２ Ｄ  
） と の 間 で デ バ イ ス １ ０ ０ を 移 行 さ せ る た め の 機 械 的 利 点 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ て い  
る 。 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 本 体 部 分 １ １ ０ Ａ 及 び 第 ２ の 本 体 部 分 １ １ ０ Ｂ は 、 ヒ ン ジ １  
１ ４ を 中 心 と し て 互 い に 対 し て 枢 動 し 、 閉 位 置 （ 図 ２ Ｃ ） と 開 位 置 （ 図 ２ Ｄ ） と の 間 で 移  
行 す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス １ ０ ０ は 閉 位 置 に 向 か っ て 付 勢 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 本 体 部 分 １ １ ０ Ａ の 第 １ の 縁 部 １ ２ ２ Ａ 及 び 第 ２ の 本 体 部 分 １  
１ ０ Ｂ の 第 ２ の 縁 部 １ ２ ２ Ｂ は 、 ス ロ ッ ト １ １ ６ を 画 定 す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス  
１ ０ ０ が 閉 位 置 に あ る 状 態 で 、 第 １ の 縁 部 １ ２ ２ Ａ 及 び 第 ２ の 縁 部 １ ２ ２ Ｂ は 、 ス ロ ッ ト  
１ １ ６ が 長 手 方 向 軸 線 に 対 し て 垂 直 に 延 在 す る 第 １ の 幅 （ ｗ １ ） を 画 定 す る よ う に 離 間 し  
た 関 係 に あ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス １ ０ ０ が 閉 位 置 に あ る 状 態 で 、 第 １ の 縁 部 １ ２  
２ Ａ が 第 ２ の 縁 部 １ ２ ２ Ｂ に 接 触 し て ス リ ッ ト を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス １ ０ ０ が 開 位 置 に あ る 状 態 で 、 第 １ の 縁 部 １ ２ ２ Ａ 及 び 第 ２  
の 縁 部 １ ２ ２ Ｂ は 、 ス ロ ッ ト １ １ ６ が 長 手 方 向 軸 線 に 垂 直 に 延 在 す る 第 ２ の 幅 （ ｗ ２ ） を  
画 定 す る よ う に 離 間 し た 関 係 に あ る 。 第 ２ の 幅 （ ｗ ２ ） は 、 第 １ の 幅 （ ｗ １ ） よ り も 大 き  
い 。 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 幅 （ ｗ １ ） は 、 カ テ ー テ ル ９ ０ を デ バ イ ス 管 腔 １ １ ２ 内 に 保  
持 す る た め に 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 外 径 以 下 で あ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 幅 （ ｗ ２ ） は  
、 カ テ ー テ ル ９ ０ を デ バ イ ス 管 腔 １ １ ２ に 入 れ る ／ カ テ ー テ ル ９ ０ を デ バ イ ス 管 腔 １ １ ２  
か ら 出 す こ と を 可 能 に す る た め に 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 外 径 以 上 で あ る 。 一 実 施 形 態 で は 、  
デ バ イ ス １ ０ ０ は 、 使 用 中 に デ バ イ ス １ ０ ０ に 増 大 し た 剛 性 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ た  
１ つ 以 上 の 支 持 構 造 １ １ ８ を 更 に 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ３ は 、 デ バ イ ス １ ０ ０ の 縦 断 面 図 を 示 す 。 一 実 施 形 態 で は 、 管 腔 １ １ ２ は 、 フ ァ ン ネ  
ル 部 １ ４ ２ と 、 位 置 合 わ せ 部 １ ４ ４ と 、 カ テ ー テ ル 部 １ ４ ６ と を 含 む 。 一 実 施 形 態 で は 、  
管 腔 １ １ ２ の フ ァ ン ネ ル 部 １ ４ ２ は 、 フ ァ ン ネ ル 部 １ ４ ２ の 遠 位 端 に お け る 第 １ の 直 径 （  
ｄ １ ） か ら フ ァ ン ネ ル 部 １ ４ ２ の 近 位 端 に お け る 第 ２ の 直 径 （ ｄ ２ ） ま で 延 在 す る テ ー パ  
状 内 側 輪 郭 を 画 定 す る 。 第 ２ の 直 径 （ ｄ ２ ） は 、 第 １ の 直 径 （ ｄ １ ） よ り も 小 さ い 。 フ ァ  
ン ネ ル 部 １ ４ ２ は 、 第 １ の 直 径 （ ｄ １ ） と 第 ２ の 直 径 （ ｄ ２ ） と の 間 の 直 径 の 連 続 的 変 化  
又 は 不 連 続 的 変 化 を 画 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 管 腔 １ １ ２ の 位 置 合 わ せ 部 １ ４ ４ は 、 位 置 合 わ せ 部 １ ４ ４ の 遠 位 端 に  
お け る 第 ２ の 直 径 （ ｄ ２ ） か ら 位 置 合 わ せ 部 １ ４ ４ の 近 位 端 に お け る 第 ３ の 直 径 （ ｄ ３ ）  
ま で 延 在 す る テ ー パ 状 内 側 輪 郭 を 画 定 す る 。 第 ３ の 直 径 （ ｄ ３ ） は 、 第 ２ の 直 径 （ ｄ ２ ）  
よ り も 小 さ い 。 一 実 施 形 態 で は 、 第 ３ の 直 径 （ ｄ ３ ） は 、 カ テ ー テ ル 管 腔 ９ ２ の 内 径 に 等  
し い 。 位 置 合 わ せ 部 １ ４ ４ は 、 第 ２ の 直 径 （ ｄ ２ ） と 第 ３ の 直 径 （ ｄ ３ ） と の 間 の 直 径 の  
連 続 的 変 化 又 は 不 連 続 的 変 化 を 画 定 す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 フ ァ ン ネ ル 部 １ ４ ２ の 壁 は 、  
位 置 合 わ せ 部 １ ４ ４ の 壁 よ り も 、 長 手 方 向 軸 線 に 対 し て 急 な 角 度 を 画 定 す る 。 一 実 施 形 態  
で は 、 位 置 合 わ せ 部 １ ４ ４ の 壁 の 角 度 は 、 長 手 方 向 軸 線 に 実 質 的 に 平 行 に 延 在 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 管 腔 １ １ ２ の カ テ ー テ ル 部 １ ４ ６ は 、 第 ３ の 直 径 （ ｄ ３ ） よ り も 大 き  
く 、 第 １ の 直 径 （ ｄ １ ） 以 下 の 第 ４ の 直 径 （ ｄ ４ ） を 画 定 す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 カ テ ー  
テ ル 部 １ ４ ６ の 壁 は 、 長 手 方 向 軸 線 に 実 質 的 に 平 行 に 延 在 す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 カ テ ー  
テ ル 部 １ ４ ６ の 遠 位 部 分 は 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 遠 位 先 端 構 造 ９ ４ の 外 側 輪 郭 を 反 映 す る よ  
う に 構 成 さ れ た テ ー パ 状 内 側 輪 郭 を 画 定 す る 。 カ テ ー テ ル 部 １ ４ ６ の テ ー パ 状 内 側 輪 郭 は  
、 第 ４ の 直 径 （ ｄ ４ ） か ら 遠 位 に 第 ３ の 直 径 （ ｄ ３ ） ま で 延 在 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 一 実 施 形 態 で は 、 第 ４ の 直 径 （ ｄ ４ ） は 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 外 径 と 等 し い か 、 又 は カ テ  
ー テ ル ９ ０ の 外 径 よ り も わ ず か に 大 き い 。 一 実 施 形 態 で は 、 第 ４ の 直 径 （ ｄ ４ ） は 、 カ テ  
ー テ ル ９ ０ を 摩 擦 嵌 合 係 合 で 係 合 さ せ る た め に 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 外 径 と 等 し い か 、 又 は  
カ テ ー テ ル ９ ０ の 外 径 よ り も わ ず か に 小 さ い 。 一 実 施 形 態 で は 、 カ テ ー テ ル 部 １ ４ ６ の 内  
面 は 、 半 径 方 向 内 向 き に 延 び る １ つ 以 上 の 突 出 部 １ ５ ０ を 含 む 。 突 出 部 １ ５ ０ は 、 カ テ ー  
テ ル ９ ０ の 側 壁 に 配 置 さ れ た ス カ イ ブ 又 は 開 口 部 に 係 合 し て 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 一 部 を カ  
テ ー テ ル 部 １ ４ ６ 内 に ス ナ ッ プ フ ィ ッ ト 係 合 で 固 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 一 実 施 形  
態 で は 、 ス カ イ ブ は 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 外 面 に 配 置 さ れ た 凹 部 又 は 戻 り 止 め で あ る 。 一 実  
施 形 態 で は 、 ス カ イ ブ は 、 カ テ ー テ ル の 管 腔 ９ ２ 、 例 え ば 、 第 １ の カ テ ー テ ル 管 腔 ９ ２ Ａ  
又 は 第 ２ の カ テ ー テ ル 管 腔 ９ ２ Ｂ と 連 通 す る 開 口 部 で あ る 。 し た が っ て 、 突 出 部 １ ５ ０ は  
、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が カ テ ー テ ル 管 腔 ９ ２ 内 に 近 位 方 向 に 付 勢 さ れ る と き に 、 カ テ ー テ ル  
９ ０ か ら デ バ イ ス １ ０ ０ が 外 れ る こ と を 軽 減 す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス 管 腔 １ １ ２  
の 近 位 端 は 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 遠 位 部 分 を デ バ イ ス 管 腔 １ １ ２ の 近 位 端 と 位 置 合 わ せ す る  
こ と を 促 進 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 面 取 り 縁 部 又 は 斜 角 縁 部 を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 遠 位 部 分 は 、 管 腔 １ １ ２ の カ テ ー テ ル 部 １ ４ ６ 内 に  
受 け 入 れ ら れ る 。 デ バ イ ス １ ０ ０ は 、 締 ま り 嵌 め 、 圧 入 、 又 は 摩 擦 嵌 め 係 合 で カ テ ー テ ル  
９ ０ に 係 合 し て 、 カ テ ー テ ル ９ ０ を 管 腔 １ １ ２ の カ テ ー テ ル 部 １ ４ ６ 内 に 保 持 す る 。 一 実  
施 形 態 で は 、 突 出 部 １ ５ ０ は 、 カ テ ー テ ル ９ ０ 内 に 配 置 さ れ た ス カ イ ブ 又 は 開 口 部 に 係 合  
し て 、 カ テ ー テ ル ９ ０ を カ テ ー テ ル 部 １ ４ ６ 内 に ス ナ ッ プ フ ィ ッ ト 係 合 で 保 持 す る 。 一 実  
施 形 態 で は 、 カ テ ー テ ル 部 １ ４ ６ の 遠 位 端 は 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 遠 位 端 に 係 合 す る よ う に  
構 成 さ れ た 当 接 部 １ ４ ８ を 含 む 。 カ テ ー テ ル ９ ０ は 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 遠 位 先 端 が 当 接 部  
１ ４ ８ に 当 接 し て 、 そ の さ ら な る 前 進 が 阻 止 さ れ る ま で 、 カ テ ー テ ル 部 １ ４ ６ 内 に 遠 位 に  
前 進 さ れ る 。 さ ら に 、 カ テ ー テ ル 部 １ ４ ６ は 、 カ テ ー テ ル 管 腔 ９ ２ の 遠 位 開 口 部 を 位 置 合  
わ せ 部 １ ４ ４ の 近 位 端 と 位 置 合 わ せ す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 上 述 し た よ う に 、 第 ３ の  
直 径 （ ｄ ３ ） は 、 遠 位 開 口 部 に お け る カ テ ー テ ル 管 腔 ９ ２ の 直 径 に 等 し い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 管 腔 １ １ ２ の 遠 位 端 に 挿 入 さ れ る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ  
１ １ ２ の 外 径 は 、 カ テ ー テ ル 管 腔 ９ ２ の 内 径 以 下 で あ る 、 す な わ ち 、 第 ３ の 直 径 （ ｄ ３ ）  
以 下 で あ る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を デ バ イ ス １ ０ ０ 内 に 近 位 に 前 進 さ せ る と 、 フ ァ ン ネ ル 部  
１ ４ ２ が 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ の 近 位 端 を 位 置 合 わ せ 部 １ ４ ４ と 位 置 合 わ せ す る 。 さ ら に 、  
位 置 合 わ せ 部 １ ４ ４ は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ １ １ ２ の 近 位 端 を カ テ ー テ ル 管 腔 ９ ２ と 位 置 合 わ せ  
す る 。 し た が っ て 、 デ バ イ ス １ ０ ０ は 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 遠 位 先 端 構 造 ９ ４ を 保 護 し な が  
ら 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を カ テ ー テ ル ９ ０ の 遠 位 端 に 装 填 す る こ と を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 引 き 続 き 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｄ を 参 照 し 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ７ ０ が カ テ ー テ ル 管 腔 ９ ２ 内 に 装 填 さ  
れ た 状 態 で 、 使 用 者 は 、 ア ー ム １ ３ ０ を 作 動 さ せ て デ バ イ ス １ ０ ０ を 閉 位 置 か ら 開 位 置 に  
移 行 さ せ 、 デ バ イ ス １ ０ ０ を カ テ ー テ ル ９ ０ 及 び ガ イ ド ワ イ ヤ ７ ０ の ア セ ン ブ リ か ら 外 す  
こ と が で き る 。 使 用 者 は 、 第 １ の ア ー ム １ ３ ０ Ａ 及 び 第 ２ の ア ー ム １ ３ ０ Ｂ に 、 対 向 す る  
「 挟 持 」 力 を 印 加 し 、 ア ー ム １ ３ ０ Ａ 、 １ ３ ０ Ｂ を 互 い に 向 か っ て 枢 動 さ せ 、 ヒ ン ジ １ ４  
４ を 中 心 と し て 本 体 部 分 １ １ ０ Ａ 、 １ １ ０ Ｂ を 回 転 さ せ 、 デ バ イ ス １ ０ ０ を 開 位 置 に 移 行  
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 ス ロ ッ ト １ １ ６ を 画 定 す る 第 １ の 本 体 部 分 １ １ ０ Ａ の 第 １ の 縁 部 １ ２  
２ Ａ 及 び 第 ２ の 本 体 部 分 １ １ ０ Ｂ の 第 ２ の 縁 部 １ ２ ２ Ｂ が 、 長 手 方 向 軸 線 に 垂 直 に 延 在 す  
る 平 面 を 通 じ て 互 い か ら 離 れ る よ う に 回 転 す る 。 開 位 置 で は 、 ス ロ ッ ト １ １ ６ の 幅 は 、 第  
１ の 幅 （ ｗ １ ） か ら 第 ２ の 幅 （ ｗ ２ ） に 増 加 す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 幅 （ ｗ ２ ） は  
、 カ テ ー テ ル の 外 径 よ り も 大 き く 、 す な わ ち 直 径 （ ｄ ４ ） 以 上 で あ り 、 カ テ ー テ ル ９ ０ 及  
び ガ イ ド ワ イ ヤ ７ ０ の ア セ ン ブ リ が ス ロ ッ ト １ １ ６ を 通 っ て 横 方 向 に 通 過 し 、 デ バ イ ス １  
０ ０ を 外 す こ と を 可 能 に す る 。
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【 ０ ０ ５ ４ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 ヒ ン ジ １ １ ４ は 可 鍛 性 （ ｍ ａ ｌ ｌ ｅ ａ ｂ ｌ ｅ ） を 有 し 、 使 用 者 に よ っ  
て 再 配 置 さ れ る ま で 開 位 置 に 留 ま る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 一 実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス １  
０ ０ は 閉 位 置 に 付 勢 さ れ る 。 し た が っ て 、 使 用 者 が ア ー ム １ ３ ０ を 解 放 す る と 、 デ バ イ ス  
１ ０ ０ は 閉 位 置 に 戻 る 。 一 実 施 形 態 で は 、 ヒ ン ジ １ １ ４ は 、 弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ た リ ビ  
ン グ ヒ ン ジ で あ り 、 デ バ イ ス １ ０ ０ を 閉 位 置 に 向 か っ て 付 勢 す る こ と が で き る 。 一 実 施 形  
態 で は 、 第 １ の 縁 部 １ ２ ２ Ａ 及 び 第 ２ の 縁 部 １ ２ ２ Ｂ の 一 方 又 は 両 方 は 、 デ バ イ ス １ ０ ０  
を 閉 位 置 に 付 勢 す る よ う に 構 成 さ れ た 磁 性 材 料 （ 例 え ば 、 永 久 磁 石 、 鉄 鋼 材 料 、 磁 化 可 能  
材 料 な ど ） を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 図 １ 及 び 図 ４ Ａ ～ 図 ４ Ｂ に 示 さ れ る よ う に 、 デ バ イ ス １ ０ ０ は 、 可 撓  
性 薄 膜 材 料 か ら 形 成 さ れ 、 か つ デ バ イ ス １ ０ ０ の 一 部 分 及 び カ テ ー テ ル ９ ０ の 少 な く と も  
一 部 分 の 一 方 又 は 両 方 の 中 心 長 手 方 向 軸 線 ７ ０ の 周 り に 延 在 す る バ リ ア １ ６ ０ を 更 に 含 む  
。 し た が っ て 、 バ リ ア １ ６ ０ は 、 カ テ ー テ ル ９ ０ 、 又 は 患 者 の 体 内 に 配 置 さ れ る よ う に 設  
計 さ れ た カ テ ー テ ル ９ ０ の 部 分 に 直 接 触 れ る 接 触 を 軽 減 す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 バ リ ア １  
６ ０ は 、 可 撓 性 膜 、 ガ ス 不 透 過 性 材 料 、 及 び ／ 又 は ポ リ マ ー 材 料 か ら 形 成 さ れ 、 そ の 中 に  
滅 菌 環 境 を 維 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 一 実 施 形 態 で は 、 バ リ ア １ ６ ０ は 、 押 出 成 形  
さ れ た 実 質 的 に 円 筒 形 の 形 状 と し て 形 成 さ れ 、 デ バ イ ス １ ０ ０ 及 び ／ 又 は カ テ ー テ ル ９ ０  
の 中 心 管 腔 １ １ ２ を 取 り 囲 む よ う に デ バ イ ス １ ０ ０ に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 バ リ ア １ ６ ０ の 遠 位 端 は 、 本 体 １ １ ０ の 遠 位 端 に 結 合 さ れ 、 デ バ イ ス  
１ ０ ０ 及 び カ テ ー テ ル ９ ０ の 一 部 の 両 方 を そ の 中 に 封 入 す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 バ リ ア １  
６ ０ の 遠 位 端 は 、 デ バ イ ス １ ０ ０ の 本 体 １ １ ０ の 近 位 端 又 は 中 点 に 結 合 さ れ る 。 一 実 施 形  
態 で は 、 バ リ ア １ ６ ０ の 近 位 端 は 、 開 口 部 を 画 定 し 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 一 部 が そ の 開 口 部  
を 通 っ て 延 在 す る こ と を 可 能 に す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 バ リ ア １ ６ ０ の 近 位 端 は 、 カ テ ー  
テ ル ９ ０ の 一 部 、 例 え ば 、 ハ ブ ９ ６ 又 は 延 長 脚 部 ９ ８ に 結 合 さ れ る 。 し た が っ て 、 バ リ ア  
１ ６ ０ は 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 一 部 、 例 え ば 、 患 者 の 体 内 に 配 置 さ れ る 部 分 を 無 菌 環 境 内 に  
封 入 し 、 病 原 体 の 侵 入 を 軽 減 す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 バ リ ア １ ６ ０ の 近 位 端 は 、 カ テ ー テ  
ル ９ ０ の 近 位 端 の 近 位 に 延 在 し 、 バ リ ア １ ６ ０ に よ っ て 画 定 さ れ る 滅 菌 環 境 内 に カ テ ー テ  
ル ９ ０ 全 体 を 封 入 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 バ リ ア １ ６ ０ は 、 長 手 方 向 に 延 在 す る 引 き 裂 き 線 １ ６ ２ を 含 む 。 引 き  
裂 き 線 １ ６ ２ は 、 デ バ イ ス １ ０ ０ が 開 位 置 に 移 行 す る 際 に バ リ ア １ ６ ０ を 引 き 裂 き 線 １ ６  
２ に 沿 っ て 分 離 す る こ と を 可 能 に す る よ う に 構 成 さ れ た 、 溝 、 切 り 込 み 線 、 ミ シ ン 目 、 レ  
ー ザ 切 断 線 、 又 は 同 様 の 脆 弱 線 を 含 む こ と が で き る 。 一 実 施 形 態 で は 、 引 き 裂 き 線 １ ６ ２  
は 、 引 き 裂 き 線 １ ６ ２ に 沿 っ て 延 び る コ ー ド を 含 む 。 コ ー ド を バ リ ア １ ６ ０ か ら 分 離 す る  
と 、 バ リ ア １ ６ ０ が コ ー ド に 沿 っ て 破 断 し 、 バ リ ア １ ６ ０ の 分 離 が 容 易 に な る 。 一 実 施 形  
態 で は 、 バ リ ア １ ６ ０ は 、 第 １ の 長 手 方 向 縁 部 が 、 第 １ の 長 手 方 向 縁 部 と は 反 対 側 の 第 ２  
の 長 手 方 向 縁 部 に 結 合 さ れ て 引 き 裂 き 線 １ ６ ２ を 形 成 す る シ ー ト 材 料 と し て 形 成 さ れ る 。  
接 着 剤 、 接 合 、 溶 接 な ど を 使 用 し て 、 第 １ の 長 手 方 向 縁 部 を 第 ２ の 長 手 方 向 縁 部 に 結 合 し  
、 引 き 裂 き 線 １ ６ ２ を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 バ リ ア １ ６ ０ の 製 造 工 程 を 簡  
略 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス １ ０ ０ を 開 位 置 に 移 行 さ せ る こ と に よ り 、 第 １ の 本 体 部 分 １  
１ ０ Ａ に 結 合 さ れ た バ リ ア １ ６ ０ の 第 １ の 部 分 と 、 第 ２ の 本 体 部 分 １ １ ０ Ｂ に 結 合 さ れ た  
バ リ ア １ ６ ０ の 第 ２ の 部 分 と が 引 き 裂 き 線 １ ６ ２ に 沿 っ て 分 離 し 、 カ テ ー テ ル ９ ０ 及 び ガ  
イ ド ワ イ ヤ ７ ０ の ア セ ン ブ リ が そ れ ら の 間 を 通 過 す る こ と が 可 能 に な る 。 次 に 、 バ リ ア １  
６ ０ を 含 む デ バ イ ス １ ０ ０ を カ テ ー テ ル ９ ０ か ら 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 図 ４ Ａ ～ 図 ４ Ｂ に 示 す よ う に 、 バ リ ア １ ６ ０ は ク リ ッ プ １ ７ ０ を 含 み  
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、 ク リ ッ プ １ ７ ０ は 、 バ リ ア １ ６ ０ の 近 位 端 に 結 合 さ れ 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス １ ０  
０ と 同 様 に カ テ ー テ ル ９ ０ の 一 部 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ １ ７ ０ は 、  
ク リ ッ プ 管 腔 １ ７ ２ を 画 定 す る 本 体 １ ７ ４ を 含 み 、 １ つ 以 上 の ア ー ム １ ７ ８ を 含 む 。 本 体  
１ ７ ４ は 、 長 手 方 向 に 延 在 す る ヒ ン ジ １ ７ ８ を 更 に 含 み 、 ヒ ン ジ １ ７ ８ は 、 本 明 細 書 に 説  
明 さ れ る よ う に （ 例 え ば 、 図 ２ Ｃ ～ 図 ２ Ｄ を 参 照 ） 、 対 向 す る 「 挟 持 」 力 が ア ー ム １ ７ ８  
に 印 加 さ れ た と き に 、 本 体 １ ７ ４ が 開 位 置 と 閉 位 置 と の 間 で 移 行 す る こ と を 可 能 に す る よ  
う に 構 成 さ れ て い る 。 開 位 置 に お い て は 、 ク リ ッ プ 管 腔 １ ７ ２ を 横 切 っ て ヒ ン ジ １ ７ ８ の  
反 対 側 に 配 置 さ れ た ス ロ ッ ト １ ６ ８ が 、 カ テ ー テ ル ９ ０ を ク リ ッ プ 管 腔 １ ７ ２ に 入 れ る ／  
カ テ ー テ ル ９ ０ を ク リ ッ プ 管 腔 １ ７ ２ か ら 出 す こ と を 可 能 に す る よ う に 開 く こ と が で き る  
。 カ テ ー テ ル ９ ０ の 出 入 り は 、 長 手 方 向 軸 線 に 垂 直 に 延 び る 軸 線 に 沿 っ て 行 う こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 ク リ ッ プ １ ７ ０ は 、 例 え ば ハ ブ ９ ６ に 隣 接 し て 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 近  
位 部 分 に 係 合 す る 。 カ テ ー テ ル ９ ０ の 一 部 は 、 ク リ ッ プ 管 腔 １ ７ ２ を 通 っ て 延 在 す る 。 一  
実 施 形 態 で は 、 ク リ ッ プ １ ７ ０ は 、 締 ま り 嵌 め 、 圧 入 、 ス ナ ッ プ フ ィ ッ ト 係 合 、 又 は 同 様  
の 適 切 な 係 合 機 構 の う ち の １ つ で 、 ハ ブ ９ ６ に 解 放 可 能 に 係 合 す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 バ  
リ ア １ ６ ０ の 近 位 端 は 、 ク リ ッ プ 管 腔 １ ７ ２ の 遠 位 端 と 結 合 さ れ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 バ  
リ ア １ ６ ０ の 遠 位 端 は 、 本 明 細 書 に 説 明 さ れ る よ う に 、 デ バ イ ス １ ０ ０ に 結 合 さ れ る 。 一  
実 施 形 態 で は 、 バ リ ア １ ６ ０ の 遠 位 端 は 、 締 ま り 嵌 め 、 圧 入 、 又 は ス ナ ッ プ フ ィ ッ ト 係 合  
の う ち の １ つ で デ バ イ ス １ ０ ０ に 解 放 可 能 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た コ ネ ク タ リ ン グ １  
８ ０ を 含 む 。 一 実 施 形 態 で は 、 コ ネ ク タ リ ン グ １ ８ ０ は 、 ね じ 係 合 、 バ ヨ ネ ッ ト 係 合 、 ル  
ア ー ロ ッ ク 、 又 は 同 様 の 適 切 な 接 続 機 構 に よ っ て 、 デ バ イ ス １ ０ ０ に 解 放 可 能 に 係 合 す る  
。 一 実 施 形 態 で は 、 コ ネ ク タ リ ン グ １ ８ ０ は 、 デ バ イ ス １ ０ ０ が 開 位 置 に 移 行 さ れ る と き  
に 、 コ ネ ク タ リ ン グ １ ８ ０ を 通 っ て 延 在 す る カ テ ー テ ル ９ ０ の 一 部 か ら コ ネ ク タ リ ン グ １  
８ ０ を 横 方 向 に 分 離 で き る よ う に 分 割 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 バ リ ア １ ６ ０ の 遠 位 端 は 、 第 １ の 外 径 （ ｄ ５ ） を 画 定 し 、 バ リ ア １ ６  
０ の 近 位 端 は 、 第 １ の 外 径 （ ｄ ５ ） よ り も 大 き い 第 ２ の 外 径 （ ｄ ６ ） を 画 定 す る 。 一 実 施  
形 態 で は 、 近 位 ク リ ッ プ １ ７ ０ を 把 持 し 、 ク リ ッ プ １ ７ ０ を 長 手 方 向 遠 位 に 付 勢 す る こ と  
に よ っ て 、 カ テ ー テ ル ９ ０ が 、 バ リ ア １ ６ ０ の 遠 位 端 に お け る コ ネ ク タ リ ン グ １ ８ ０ を 通  
っ て 遠 位 に 前 進 す る 。 な お 、 ク リ ッ プ １ ７ ０ は 、 例 え ば ハ ブ ９ ６ に お い て カ テ ー テ ル ９ ０  
に 結 合 さ れ る か 、 又 は 締 ま り 嵌 め 係 合 で カ テ ー テ ル ９ ０ の シ ャ フ ト の 外 面 を 把 持 す る 。 し  
た が っ て 、 可 撓 性 バ リ ア １ ６ ０ は 、 そ れ 自 体 の 上 に 折 り 畳 ま れ て 、 カ テ ー テ ル ９ ０ が 遠 位  
に 前 進 す る こ と を 可 能 に す る 。 第 １ の 外 径 （ ｄ ５ ） が 第 ２ の 外 径 （ ｄ ６ ） よ り も 小 さ い の  
で 、 バ リ ア １ ６ ０ は 、 ク リ ッ プ １ ７ ０ の 本 体 １ ７ ４ 内 に 折 り 畳 ま れ た 状 態 で バ リ ア １ ６ ０  
を 含 む ク リ ッ プ 管 腔 １ ７ ２ 内 に 折 り 畳 ま れ る 。 し た が っ て 、 カ テ ー テ ル ９ ０ は 、 無 菌 非 接  
触 技 術 を 使 用 し て 遠 位 に 進 め ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ が 装 填 さ れ る と 、 使 用 者 は 、 無 菌 非 接 触 技 術 を 使 用  
し て カ テ ー テ ル ９ ０ を 前 進 さ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 使 用 者 は 、 ア ー ム １ ３ ０ を 作 動  
さ せ て 、 デ バ イ ス １ ０ ０ を 閉 位 置 か ら 開 位 置 に 移 行 さ せ る 。 開 位 置 で は 、 第 １ の 本 体 部 分  
１ １ ０ Ａ 及 び 第 ２ の 本 体 部 分 １ １ ０ Ｂ は 、 カ テ ー テ ル 部 １ ４ ６ の 遠 位 端 に お け る デ バ イ ス  
管 腔 １ １ ２ が カ テ ー テ ル ９ ０ の 外 径 よ り も 大 き い 幅 に 離 れ る よ う に 、 外 向 き に 回 転 す る 。  
し た が っ て 、 カ テ ー テ ル ９ ０ は 、 遠 位 先 端 構 造 ９ ４ が 当 接 部 １ ４ ８ の 遠 位 に 延 び る よ う に  
、 管 腔 １ １ ２ を 通 っ て 長 手 方 向 に 摺 動 す る こ と が で き る 。 次 い で 、 使 用 者 は 、 近 位 ク リ ッ  
プ １ ７ ０ を 把 持 し 、 カ テ ー テ ル ９ ０ を 操 作 し て 、 デ バ イ ス 管 腔 １ １ ２ を 通 じ て カ テ ー テ ル  
９ ０ を 遠 位 に 前 進 さ せ る こ と が で き る 。 カ テ ー テ ル ９ ０ が 遠 位 方 向 に 付 勢 さ れ る と 、 バ リ  
ア １ ６ ０ は ク リ ッ プ 管 腔 １ ７ ２ 内 に 折 り 畳 ま れ 、 そ の 中 に 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 使 用 者 は 、 デ バ イ ス １ ０ ０ 及 び ク リ ッ プ １ ７ ０ を 操 作 し て 、 無 菌 非 接  
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触 技 術 を 使 用 し て 段 階 的 に カ テ ー テ ル ９ ０ を 前 進 さ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 一 実 施 形  
態 で は 、 ク リ ッ プ １ ７ ０ が 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 中 間 点 、 す な わ ち 遠 位 先 端 構 造 ９ ４ と ハ ブ  
９ ６ と の 間 の 位 置 を 把 持 す る 。 次 い で 、 使 用 者 は 、 本 明 細 書 で 説 明 さ れ る よ う に 、 デ バ イ  
ス １ ０ ０ の ア ー ム １ ３ ０ を 作 動 さ せ て 、 管 腔 １ １ ２ を 広 げ る 。 次 に 、 使 用 者 は ク リ ッ プ １  
７ ０ を 把 持 し 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 一 部 を デ バ イ ス 管 腔 １ １ ２ を 通 し て 前 進 さ せ る 。 次 に 、  
使 用 者 は ア ー ム １ ３ ０ を 解 放 し 、 閉 位 置 に 向 か っ て 付 勢 さ れ て い る デ バ イ ス １ ０ ０ が 、 デ  
バ イ ス 管 腔 １ １ ２ 内 で カ テ ー テ ル ９ ０ を 把 持 す る 。 次 に 、 使 用 者 は 、 ク リ ッ プ の ア ー ム １  
７ ６ を 作 動 さ せ て カ テ ー テ ル ９ ０ を 解 放 し 、 ク リ ッ プ を 近 位 方 向 に 摺 動 さ せ る 。 使 用 者 は  
、 ク リ ッ プ の ア ー ム １ ７ ６ を 解 放 し 、 ク リ ッ プ １ ７ ０ を 開 位 置 か ら 閉 位 置 に 移 行 さ せ る 。  
任 意 選 択 で 、 ク リ ッ プ １ ７ ０ も 閉 位 置 に 向 か っ て 付 勢 さ れ る 。 次 い で 、 使 用 者 は 、 カ テ ー  
テ ル ９ ０ の 第 ２ の 部 分 を 把 持 し 、 反 復 段 階 に お い て 、 デ バ イ ス 管 腔 １ １ ２ を 通 し て カ テ ー  
テ ル ９ ０ を 前 進 さ せ る プ ロ セ ス を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 バ リ ア １ ６ ０ 及 び 接 続 リ ン グ １ ８ ０ の う ち の 一 方 を 含 む デ バ イ ス １ ０  
０ は 、 デ バ イ ス １ ０ ０ が 閉 位 置 に あ る 間 に 、 ス ロ ッ ト １ １ ６ を 通 し て カ テ ー テ ル ９ ０ を 付  
勢 す る こ と に よ っ て 、 カ テ ー テ ル ９ ０ を 外 す 。 一 実 施 形 態 で は 、 接 続 リ ン グ １ ８ ０ は 、 デ  
バ イ ス １ ０ ０ に 結 合 さ れ た と き に デ バ イ ス １ ０ ０ の ス ロ ッ ト １ １ ６ と 位 置 合 わ せ さ れ る ス  
ロ ッ ト １ ８ ６ を 含 む 。 一 実 施 形 態 で は 、 バ リ ア １ ６ ０ 及 び 接 続 リ ン グ １ ８ ０ の う ち の 一 方  
を 含 む デ バ イ ス １ ０ ０ は 、 デ バ イ ス １ ０ ０ を 開 位 置 に 移 行 さ せ 、 任 意 選 択 で 、 接 続 リ ン グ  
１ ８ ０ （ す な わ ち ス ロ ッ ト １ ８ ６ に お い て ） 及 び バ リ ア １ ６ ０ の う ち の 一 方 又 は 両 方 を 引  
き 裂 き 線 １ ６ ２ に 沿 っ て 分 割 す る こ と に よ っ て 、 カ テ ー テ ル ９ ０ を 外 す 。 次 い で 、 カ テ ー  
テ ル ９ ０ を 、 ス ロ ッ ト １ １ ６ を 通 っ て 横 方 向 に 摺 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 使 用 者 は 、 カ テ ー テ ル ９ ０ を 患 者 の 中 へ 遠 位 に 前 進 さ せ る 前 に 、 デ バ  
イ ス １ ０ ０ を カ テ ー テ ル ９ ０ か ら 外 す 。 し た が っ て 、 デ バ イ ス １ ０ ０ 及 び バ リ ア １ ６ ０ の  
遠 位 端 が カ テ ー テ ル ９ ０ か ら 外 れ た 状 態 で 、 使 用 者 は 、 次 い で ク リ ッ プ １ ７ ０ を 把 持 し 、  
カ テ ー テ ル ９ ０ を 患 者 の 中 へ 遠 位 に 前 進 さ せ る 。 バ リ ア １ ６ ０ は 、 カ テ ー テ ル ９ ０ が 前 進  
す る に つ れ て 、 引 き 裂 き 線 １ ６ ２ に 沿 っ て 分 離 す る 。 カ テ ー テ ル ９ ０ が 患 者 内 に 配 置 さ れ  
る と 、 使 用 者 は 、 近 位 ク リ ッ プ ア ー ム １ ７ ６ を 作 動 さ せ て 、 ク リ ッ プ 本 体 １ ７ ４ を 開 位 置  
に 枢 動 さ せ る 。 次 い で 、 カ テ ー テ ル ９ ０ を ク リ ッ プ ス ロ ッ ト １ ６ ８ を 通 じ て 横 方 向 に 通 過  
さ せ る こ と に よ っ て 、 ク リ ッ プ １ ７ ０ か ら カ テ ー テ ル ９ ０ が 外 れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ５ Ａ ～ 図 ５ Ｂ は 、 本 明 細 書 で 説 明 す る よ う に 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 遠 位 部 分 に 係 合 し 、  
ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ の 遠 位 装 填 を 容 易 に す る よ う に 構 成 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ 装 填 デ バ イ ス （  
「 デ バ イ ス 」 ） ２ ０ ０ の 一 実 施 形 態 を 示 す 。 一 実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス ２ ０ ０ は 、 フ ァ ン  
ネ ル 部 ２ ４ ２ 、 位 置 合 わ せ 部 ２ ４ ４ 、 及 び カ テ ー テ ル 部 ２ ４ ６ の う ち の １ つ 以 上 を 有 す る  
管 腔 ２ １ ２ を 画 定 す る 本 体 ２ １ ０ を 含 む 。 一 実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス ２ ０ ０ は 、 デ バ イ ス  
２ ０ ０ に 結 合 さ れ た １ つ 以 上 の ア ー ム ２ ３ ０ を 含 む 。 ア ー ム ２ ３ ０ は 、 閉 位 置 （ 図 ５ Ａ ）  
と 開 位 置 （ 図 ５ Ｂ ） と の 間 で デ バ イ ス ２ ０ ０ を 移 行 さ せ る よ う に 、 中 心 長 手 方 向 軸 線 ７ ０  
に 平 行 に 延 在 す る 平 面 を 通 じ て 本 体 ２ １ ０ に 対 し て 枢 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 管 腔 ２ １ ２ の カ テ ー テ ル 部 ２ ４ ６ は 、 本 明 細 書 で 説 明 さ れ る よ う に 、  
締 ま り 嵌 め 、 圧 入 、 又 は ス ナ ッ プ フ ィ ッ ト 係 合 の う ち の １ つ で カ テ ー テ ル ９ ０ の 遠 位 部 分  
に 係 合 す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス ２ ０ ０ は 、 本 明 細 書 で 説 明 す る よ う に 、 カ テ ー テ  
ル ９ ０ 内 に 配 置 さ れ た ス カ イ ブ 又 は 開 口 部 に 係 合 し 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 遠 位 先 端 構 造 ９ ４  
を カ テ ー テ ル 部 ２ ４ ６ 内 に 保 持 す る よ う に 構 成 さ れ た １ つ 以 上 の 突 出 部 ２ ５ ０ を 更 に 含 む  
。 カ テ ー テ ル 先 端 構 造 ９ ４ が カ テ ー テ ル 部 ２ ４ ６ 内 に 固 定 さ れ た 状 態 で 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８  
０ を フ ァ ン ネ ル 部 ２ ４ ２ 及 び 位 置 合 わ せ 部 ２ ４ ４ を 通 っ て 前 進 さ せ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０  
を カ テ ー テ ル 管 腔 ９ ２ と 位 置 合 わ せ し 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ を カ テ ー テ ル 管 腔 ９ ２ 内 に 近 位  
方 向 に 前 進 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ６ ８ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 中 心 長 手 方 向 軸 線 ７ ０ に 平 行 に 延 在 す る 平 面 を 通 じ て 、 ア ー ム ２ ３ ０  
を 外 向 き に 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 デ バ イ ス ２ ０ ０ が 閉 位 置 （ 図 ５ Ａ ） か ら 開 位 置 （ 図  
５ Ｂ ） に 移 行 す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 開 位 置 に お い て 、 突 出 部 ２ ５ ０ が ス カ イ ブ か ら 外 れ  
、 カ テ ー テ ル ９ ０ を 解 放 す る 。 一 実 施 形 態 で は 、 ア ー ム ２ ３ ０ を 開 位 置 に 移 行 さ せ る こ と  
に よ り 、 本 体 ２ １ ０ の 一 部 が 長 手 方 向 軸 線 に 沿 っ て 分 割 さ れ 、 デ バ イ ス ２ ０ ０ か ら カ テ ー  
テ ル ９ ０ 及 び ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ の ア セ ン ブ リ を 外 す こ と が 可 能 に な る 。 一 実 施 形 態 で は 、  
開 位 置 に お い て 、 ア ー ム ２ ３ ０ は 、 長 手 方 向 軸 線 に 沿 っ て 位 置 合 わ せ 部 ２ ４ ４ を 第 １ の 本  
体 部 分 ２ １ ０ Ａ と 第 ２ の 本 体 部 分 ２ １ ０ Ｂ と に 分 割 す る 。 第 １ の 本 体 部 分 ２ １ ０ Ａ 及 び 第  
２ の 本 体 部 分 ２ １ ０ Ｂ の 各 々 は 、 第 １ の 本 体 部 分 ２ １ ０ Ａ 及 び 第 ２ の 本 体 部 分 ２ １ ０ Ｂ の  
遠 位 端 を そ れ ぞ れ フ ァ ン ネ ル ２ ２ ０ に 結 合 す る ヒ ン ジ ２ １ ４ を 中 心 に 枢 動 す る 。 し た が っ  
て 、 位 置 合 わ せ 部 ２ ４ ４ の 近 位 端 は 、 第 ３ の 直 径 （ ｄ ３ ） か ら カ テ ー テ ル ９ ０ の 外 径 、 す  
な わ ち 直 径 （ ｄ ４ ） 以 上 の 直 径 ま で 半 径 方 向 外 向 き に 拡 張 す る こ と が で き 、 デ バ イ ス 管 腔  
２ １ ２ を 通 る カ テ ー テ ル ９ ０ の 遠 位 前 進 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス ２ ０ ０ が 開 位 置 に あ る 状 態 で 、 使 用 者 は 、 カ テ ー テ ル 部 ２ ４  
６ に 隣 接 す る 本 体 ２ １ ０ の 近 位 端 を 把 持 し 、 本 体 ２ １ ０ の 一 部 を 弾 性 的 に 変 形 さ せ て 、 そ  
の 中 に 配 置 さ れ た カ テ ー テ ル ９ ０ を 把 持 す る 。 次 い で 、 使 用 者 は 、 管 腔 ２ １ ２ 内 で カ テ ー  
テ ル を 把 持 す る こ と に よ っ て 、 無 菌 非 接 触 技 術 で カ テ ー テ ル ９ ０ を 操 作 す る 。 次 に 、 使 用  
者 は 本 体 ２ １ ０ を 解 放 し 、 次 に カ テ ー テ ル ９ ０ を 解 放 し 、 本 体 ２ １ ０ を カ テ ー テ ル ９ ０ 上  
で 近 位 方 向 に 摺 動 さ せ る 。 次 い で 、 使 用 者 は 、 カ テ ー テ ル ９ ０ の 第 ２ の 部 分 を 把 持 す る た  
め に プ ロ セ ス を 繰 り 返 し 、 カ テ ー テ ル ９ ０ を 前 進 さ せ 続 け る 。 し た が っ て 、 使 用 者 は 、 カ  
テ ー テ ル ９ ０ に 触 れ る こ と な く 、 反 復 プ ロ セ ス に お い て カ テ ー テ ル ９ ０ を 前 進 さ せ る 。 一  
実 施 形 態 で は 、 デ バ イ ス ２ ０ ０ は 、 バ リ ア １ ６ ０ 、 ク リ ッ プ １ ７ ０ 、 及 び コ ネ ク タ １ ８ ０  
の う ち の １ つ 以 上 を 更 に 含 み 、 カ テ ー テ ル ９ ０ と の 直 接 接 触 を 防 止 す る 、 又 は 無 菌 環 境 を  
提 供 す る 一 方 で 、 本 明 細 書 に 説 明 さ れ る よ う に 、 無 菌 非 接 触 カ テ ー テ ル 配 置 技 術 を 促 進 す  
る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 い く つ か の 特 定 の 実 施 形 態 が 本 明 細 書 で 開 示 さ れ て お り 、 そ れ ら 特 定 の 実 施 形 態 が 、 あ  
る 程 度 詳 細 に 開 示 さ れ て い る が 、 そ れ ら 特 定 の 実 施 形 態 が 、 本 明 細 書 で 提 供 さ れ る 概 念 の  
範 囲 を 限 定 す る こ と は 意 図 さ れ て い な い 。 更 な る 適 合 及 び ／ 又 は 修 正 が 、 当 業 者 に は 明 ら  
か と な る 可 能 性 が あ り 、 よ り 広 範 な 態 様 に お い て は 、 こ れ ら の 適 合 及 び ／ 又 は 修 正 も 同 様  
に 包 含 さ れ る 。 し た が っ て 、 本 明 細 書 で 提 供 さ れ る 概 念 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 本  
明 細 書 で 開 示 さ れ る 特 定 の 実 施 形 態 か ら の 展 開 を 実 施 す る こ と が で き る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ２ Ｃ 】
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【 図 ２ Ｄ 】 【 図 ３ 】

【 図 ４ Ａ 】 【 図 ４ Ｂ 】



10

20

30

40

50

JP 2024-543749 A 2024.11.25(18)

【 図 ５ Ａ 】 【 図 ５ Ｂ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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